
下田市立学校統合準備委員会第４次答申案比較表 

番

号 
当 初 修 正 理 由 

１ 

１ 新中学校に設置する部活動につ

いて 

  新中学校に設置する部活動につ

いては、次のとおりとすること。

ただし、新中学校開校から数年後、

生徒数減少が見込まれることか

ら、部活動運用規定及び廃部規定

を別に定めること。 

１ 新中学校に設置する部活動につ

いて 

  新中学校に設置する部活動につ

いては、次のとおりとすること。

ただし、今後、生徒数減少が見込

まれることから、設置する部活動

について、随時見直しをすること。 

第 15 回統合準備委員会にてご意見

をいただいた「見直し」という文言

を表記するとともに、より簡潔な文

面に修正。 

※部活動運用規定及び廃部規定につ

いては、定める予定のため、あえ

て答申内に表記しない形とした。 

２ 【 表記なし 】 

(３) 地域部活動（地域人材、地域団

体等が運営主体となって活動する

学校部活動に準ずる活動） 

 ア 競走部（短・中・長距離陸上

競技に限定） 

地域部活動を「１ 新中学校に設置

する部活動について」の項目内に表

記し、地域部活動を設置することを

より明確なものとなるように修正。 

３ 

２ 地域部活動への段階的移行や設

置について 

  「学校の働き方改革を踏まえた

部活動改革(令和２年９月文部科

学省)」によると令和５年度以降、

休日の部活動の段階的な地域移行

など、部活動改革の具体的な方策

を段階的に実施していくことが推

進されている。そのような状況を

踏まえ、新中学校における部活動

の地域部活動（地域人材、地域団

体等が運営主体となって活動する

学校部活動に準ずる活動）への段

階的移行やその設置について、検

討すること。 

２ その他 

  「学校の働き方改革を踏まえた

部活動改革(令和２年９月文部科

学省)」において、持続可能な部活

動と教師の負担軽減の両方を実現

できる改革として示された具体的

な方策である休日の部活動の段階

的な地域移行や合理的で効率的な

部活動の推進について、検討する

こと。 

「学校の働き方改革を踏まえた部活

動改革(令和２年９月文部科学省)」で

示された部活動改革の具体的な方策

について、より簡潔な文面に修正。 

 


